
「
核
兵
器
を
使
用
し
た
唯
一
の

核
保
有
国
と
し
て
、
米
国
に
は
行

動
す
べ
き
道
義
的
責
任
が
あ
る
」

「
米
国
は
核
兵
器
の
な
い
平
和
で

安
全
な
世
界
を
追
求
し
て
い
く
こ

と
を
明
確
に
宣
言
す
る
」
と
、
オ

バ
マ
大
統
領
の
演
説
は
世
界
を
驚

か
す(

い
い
意
味
で)

画
期
的
な
内

容
で
し
た
。

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は

こ
の
演
説
を
聴
い
て
、
大
統
領
宛

て
に
書
簡
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
大
統
領
と
し
て
の
公
式

発
言
は
人
類
に
と
っ
て
も
被
爆
国

の
国
民
に
と
っ
て
も
歴
史
的
意
義

を
持
つ
も
の
で
、
心
か
ら
歓
迎
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
世
界
中
か

ら
歓
迎
す
る
声
が
広
が
っ
て
の
は

当
然
で
す
。

こ
の
変
化
を
ど
う
見
る
か
と
質

問
す
る
と
、
区
長
は
、
「
大
き
な

意
義
が
あ
る
。
品
川
区
の
立
場
は

プ
ラ
ハ
演
説
の
趣
旨
と
同
じ
も
の

で
あ
る
」
と
答
弁
。

と
こ
ろ
が
区
は
、
10
年
ほ
ど
前

か
ら
未
臨
界
核
実
験
は
核
実
験
で

は
な
い
と
の
立
場
に
固
執
。
世
界

の
の
核
実
験
に
抗
議
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
未
臨
界
核
実
験
に
は
一

切
講
義
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

答
弁
を
紹
介
す
る
と
、
「
臨
界

前
核
実
験
に
つ
い
て
は
、
現
実
的

に
は
物
理
実
験
で
あ
り
、
核
爆
発

は
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
包
括
的

核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）

と
の
関
係
で
見
解
が
分
か
れ
て
お

り
、
抗
議
は
見
送
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
、
政
府

の
「
核
の
傘
」
論
に
組
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
物
理
実
験
で
意
見
が
分
か
れ

て
い
る
か
ら
と
の
理
由
で
、
全
国

組
織
の
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
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オバマ米大統領の核廃絶の呼びかけに応え

核保有国に核廃絶を求めよと質問
第2回定例会

1985年以来、非核平和都市品川宣言をしている品川区は、全国組織を脱退して

未臨界核実験は核実験ではないとして抗議をしません。すべての核兵器廃絶の立

場にしっかりと立つよう求め質問しました。

オ
バ
マ
演
説
は
世
界
の
流

れ
を
変
え
る
画
期
的
内
容

志
位
委
員
長
が
歓
迎
と
伝
え
る

未
臨
界
核
実
験
に
つ
い
て

区
は
包
括
的
核
実
験
違
反

で
は
な
い
に
固
執



議
会
を
脱
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
品
川
区
独
自
の
取
り

組
み
を
し
て
い
く
と
し
て
、
中
学

２
年
生
を
広
島
・
長
崎
に
派
遣
し

た
り
、
３
月
26
日
に
区
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
に
し
て
い
ま
す
が
、
大

事
な
こ
と
は
、
自
治
体
と
し
て
国

に
縛
ら
れ
な
い
立
場
で
世
論
を
つ

く
る
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
す
。
国

の
主
張
に
組
す
る
の
で
は
い
つ
ま

で
も
核
兵
器
廃
絶
は
実
行
さ
れ
ま

せ
ん
。
24
年
前
に
制
定
し
た
「
非

核
平
和
都
市
品
川
宣
言
」
の
内
容

に
も
反
す
る
態
度
で
残
念
で
す
。

プ
ラ
ハ
演
説
と
同
じ
と
い
う
な

ら
ど
の
よ
う
な
核
実
験
に
も
反
対

を
貫
く
べ
き
で
す
。

(

裏
面
に
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
掲
載)
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生
活
・
雇
用
・
子
そ
だ
て
・
教
育
な
ど
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

連
絡
先

南
恵
子
区
議
会
議
員

電
話(

３
７
９
０)

１
５
２
３

非核平和都市品川宣言

今、この地球に、

人類は自らを滅ぼして余りある

核兵器を蓄えた。

いまだかって、

開発された兵器で

使われなかったものはない。

これは、

歴史の恐るべき証明である。

一刻も早く、核兵器をなくさな

ければならない。

頭上に核の閃光がひらめく前に。

遅すぎたとき、それを悔やむだ

けの未来すら、われわれには残

されていない。

制定 1985年3月26日

品川区は、核兵器廃絶と恒久平

和確立の悲願を込めて、ここに

非核平和都市を宣言し、全世界

に訴える。

われわれは、いかなる国であれ、

いかなる理由であれ、核兵器の

製造、配備、持ち込みを認めな

い。

持てる国は、即時に核兵器を捨

てよと。

このかけがえのない美しい地球

と、そこに住む生きとし生ける

ものを、守り伝えるために。

太陽エネルギー見本市
７月25～26日 しながわ中央公園
７月27～29日 区役所第2庁舎３階ロビー

環境情報活動センター

お知らせコーナー
自然エネルギーを暮ら

しに取り入れたい


